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この度、バイオフィリアリハビリテーション学会の会長をお引き受けすることになりました、

慶應義塾大学の田中と申します。リハビリテーション医学は、医工連携により多くの技術を残し

てきました。現在も技術革新が進み、効果的な装置や器具の開発が進められています。これはリ

ハビリテーション医学のソリューションであり、多様な装置を開発することで多くのソリューシ

ョンを生み出していると考えられています。しかし、実際にこれらの技術を利用できるのは、豊

かな国の富裕層に限られます。これら富裕層に対するソリューションとは別に、一般の人たちが

使うことのできる安価な装置や器具を用いたリハビリテーションがあってもよいと思います。そ

れが一つの大きなソリューションであるはずですが、そのような考え方が浸透していかないのも

事実です。バイオフィリアリハビリテーション学会では、医師、理学療法士、大学教員が協力し

合って、富裕層ではない一般の人が日常的に行うことのできるリハビリテーションシステムの開

発を目指しています。 

これまで、バイオフィリアリハビリテーション学会は、ポーランド、イタリア、ルーマニアな

ど海外の多くのリハビリテーション医学界と連携していく中で、海外でも同じ考えを持った大学

教員や医師がいるということがわかりました。日本だけでなく海外の多くの国でも高齢化が進ん

でおり、リハビリは特殊な人に対する医療ではなく、一般の人全員に必要なものだと考えられて

います。国民全員がリハビリを受ける社会を考えると、富裕層にない人たちが利用できるもう一

つのソリューションは必要不可欠です。現在、海外のいくつかの国とは密に連絡を取り合い、普

遍的なリハビリテーションシステムの構築に向けて研究を続けています。 

このような背景の中、白澤卓二前会長の下で、国際化と海外との連携が強化されました。これ

を受けて、私の次の仕事としては、海外との連携のものとで、私たちが提案しているリハビリテ

ーションシステムの有効性を示し、国内外に普及させていくことだと考えています。バイオフィ

リアリハビリテーション学会では、毎年、国際会議 International Biophilia Rehabilitation Conference

（IBRC）を開催しており、IBRC2016はスイスで開催となりました。IBRC2016にはWorld Health 

Organization (WHO)からも基調講演をいただき、この学会が世界的に評価されていることがわか

りました。多くの国で急務となっているリハビリテーションシステムの革新を、バイオフィリア

リハビリテーション学会から発信していきたいと考えています。 
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